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ストラスブルグ大学辻前世紀のはじめから部皐九の研究が開始されたという出
籍あるところらしい。そこにおいて， 高リ畢丸と妊苧性についての生物学および病
理学からの討議がヨーロッパおよびアメリカの研究者によりおこなわれた。 これ
に関する報告で島lJ， 30編の論文より成っている。 
4つの部分にわかれ， (1)副皐丸の発生と分化構造， (2)副皐丸の生理学， 
(3)副皐丸の病理および病態生理， (4)実験生理および病態生理となって，おの
おの数編の発表が含まれる。
発生学については， 中腎が副畢丸に変化する過程はテストステロン依存性であ
るが対応する部分の比較は不明のところがあヲ， 免疫学的手技を用いる新しい研
究が期待されており， これが述べられていた。形態学についての論文がこれに次
ぎ¥ この複雑な構造をもっ臓器の霊子顕微鏡による解明が進んでいることがわか
る。副皐丸はもとよヲアンドロゲン依存性の臓器であるが，各部設により必要な
アンドロゲ、ンの量を異にする。皐丸のセノレトリ細胞からのアンドログン結合蛋白
と結合した管控にあるアンドロゲンと， 皐丸よりリンパ管を介する藍接のアンド
ロゲン到達路とが述べられ， 康管構造につき発表があった。これらについて詰，
単に生理学的の意味のみ主らず， 章丸副皐丸iこ加える実験手技や， 臨床上是非知
っておくべきことだろう。
生理学という嘆には， 精子の成熟についての発表をまとめてあった。この方亜
の研究で多くの業績をあげている Setchell，Orgebin-Cristらの論文が含まれ，
きわめてレベノレの高いところであろう。部皐九でヒト精子は12自問をかけて通過
するが， その間に形態、が変化し運動能をもつようになヲ，成熟過程が完成する。
この現象の機序とそれをおこす菌子につき， 多くの研究がおこえEわれて来たが，
未だ不明の点が多い。本書中に述べられたカノレニチンを重視する観察や， 組抱膜
の変化など，現主の研究成果が見られることは，きわめて興味深い。
次の病理および病態生理の頃は， ほとんどが濯、尿器科における開題より成って
いる。副塞丸病変による男子不妊症の原因，診断， および手街療法について， 11
の論文がある。皐丸組識{象で長い精子形成がみられるのに精按所見が悪い場合，
爵塞性を考え爵皐丸にもその原因を求めるわけであるが， 減積子症や運動率の悪
い諒子をもっ精液の場合も国皐丸病変の可能性を考えるべきという指針は重要で、
あろう。感染が閉塞をおこす大きな原因であるが， それ以外にもおこり得るとい
う。副章丸が原因となる男子不妊症詰， 約20%の不妊にあるという高い比率を出
しているには驚かされる。マイクロサージエリーによ担，約半数の関塞性病変の
ものに精子の出現をみるし，また 20~30 %のものに妊娠が成立したという成績は
きわめて評伍しうるものであり，この方面の治疫に大いに参考になるだろう。
最後の experimental physiology and physiopathologyは，ラットの精管副皐
丸吻合，アンドロゲン結合蛋白， 11皐丸の分泌，感染など多くのの興味をそそる実
験である。残念なことにこの項 9編全部が abstractsであった。討議の報告集と
して， 詳細な記載のあるものから 1ページに溝たないものまで混在することは，
読者iことヲ不親切であろう。(島崎淳)
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